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思
え
ぱ
人
の

膏
な
り
け
り

公
民
舘
長
斉
藤
大
馨

　
社
会
開
発
の
名
の
も
と
に
、
利
用

価
値
の
あ
る
も
の
は
、
科
学
技
術
を

動
員
し
て
、
ど
し
ど
し
開
発
す
る
。

社
会
は
も
の
す
ご
い
テ
ン
ポ
で
流
動

し
て
い
く
が
、
人
間
性
は
そ
の
割
り

合
い
に
向
上
し
な
い
。
い
や
、
却
っ

七
後
退
し
つ
つ
あ
る
．

　
社
会
の
日
進
月
歩
に
目
を
奪
わ
れ

世
の
中
の
方
は
と
り
残
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
世

の
中
と
は
「
人
間
と
人
間
の
あ
い

だ
」
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
グ
ル
ー
ブ
を
さ
し
て
い
る
．
む
ろ

ん
、
人
閥
を
は
な
れ
て
世
の
中
も
な

け
れ
ぱ
、
社
会
も
あ
り
得
な
い
。
生

産
力
が
発
展
し
な
い
近
代
以
前
で
は

世
の
中
と
社
会
と
は
、
ひ
と
つ
に
と

け
合
っ
て
い
た
。

　
工
業
が
高
度
化
さ
れ
る
と
、
人
聞

関
係
を
中
心
と
す
る
世
の
中
と
は
、

一
応
別
個
な
利
益
社
会
が
成
立
す
る

い
う
と
こ
ろ
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で

心
の
交
流
を
主
と
す
る
ゲ
マ
イ
ン
シ

ャ
フ
ト
の
世
の
中
と
は
、
ハ
ッ
キ
リ

一
線
を
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社

会
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
進
ん
だ
が
世

の
中
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
．

　
利
燭
追
求
と
権
利
思
想
で
武
装
し

た
現
代
人
の
多
く
は
、
報
恩
と
か
感

謝
と
か
罪
悪
感
な
ど
は
み
じ
ん
も
な

い
。
セ
ー
ル
ス
の
た
め
に
は
手
段
を

え
ら
ぱ
す
、
あ
の
手
、
こ
の
手
を
つ

か
う
。
相
手
を
倒
さ
な
け
れ
ぱ
、
自

分
が
倒
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
産
業
社

会
は
き
び
し
く
、
産
業
社
会
以
外
の

社
会
の
よ
う
に
古
い
ノ
レ
ン
の
惰
性

で
生
き
ら
れ
る
世
界
で
は
な
い
．

　
そ
れ
だ
け
に
「
人
閥
ら
し
さ
』
が

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
．
こ
れ
は

産
業
社
会
だ
け
に
限
ら
す
、
政
界
で

も
公
務
員
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が

出
て
い
る
．
い
つ
の
時
代
で
も
汚
職

は
あ
る
が
今
日
ほ
ど
甚
だ
し
い
と
き

は
な
い
。

　
明
治
の
一
代
の
傑
僧
、
福
田
行

誠
氏
は
「
い
た
づ
ら
に
枕
を
て
ら

す
と
も
し
び
も
思
え
ぱ
人
の
あ
ぶ
ら

な
り
け
り
」
と
歌
っ
て
居
ら
れ
る
。

こ
の
「
寄
灯
述
懐
」
は
当
時
の
御
歌

所
長
高
橋
正
風
氏
が
感
激
し
て
、
明

治
天
皇
に
推
賞
さ
れ
た
そ
う
で
あ

る
。
天
皇
も
こ
と
の
ほ
か
御
感
勘
さ

れ
て
「
わ
に
し
な
ら
下
の
句
を
．
思

え
ば
民
の
あ
ぶ
ら
な
り
け
り
即
に
す

る
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
．
私
ど
も

は
不
朽
の
「
と
も
し
び
」
を
仰
ぐ
と

と
も
に
、
み
す
か
ら
光
に
な
っ
て
も

え
あ
が
ろ
う
。
法
灯
明
が
自
灯
明
に

な
る
と
こ
ろ
に
生
田
斐
を
感
じ
る
。

　
法
然
上
人
の
逸
足
、
勢
観
房
源
智

は
、
上
人
の
つ
ね
の
こ
と
ぱ
と
し
て

「
武
士
と
上
人
と
は
、
多
く
最
後
に

到
っ
て
恥
辱
を
あ
ら
わ
す
」
と
、
自

著
の
「
選
択
要
決
」
で
述
ぺ
て
い
る

金
剛
の
戒
師
、
念
仏
の
元
祖
上
人
で

す
ら
、
こ
れ
だ
け
の
深
い
さ
ん
げ
を

も
っ
て
居
ら
れ
る
。
い
わ
ん
や
私
共

漸
死
す
べ
ぎ
で
あ
る
．

　
戦
場
を
家
～
す
る
武
士
は
、
死
を

み
る
こ
と
帰
す
る
が
ご
乙
し
と
、
幼

い
と
き
か
ら
タ
タ
キ
込
ま
れ
て
い
る

葉
が
く
れ
精
神
は
「
武
土
遭
と
は
死

ぬ
こ
と
を
見
つ
け
た
り
」
に
つ
き

る
。

　
法
師
や
侍
は
生
死
の
さ
脱
（
と

り
）
に
一
生
を
か
け
て
修
業
す
る
。

修
行
そ
の
ま
が
利
他
行
に
転
換
さ
れ

て
、
衆
生
済
度
を
本
命
に
し
て
い

る
．
い
の
ち
を
的
に
し
て
い
る
点
で

は
、
武
士
も
法
師
も
同
じ
境
地
で
あ

る
．

　
　
と
こ
ろ
が
法
然
上
人
に
よ
る
と

「
最
後
に
到
っ
て
恥
辱
を
あ
ら
わ

す
」
と
自
身
を
き
び
し
く
裁
い
て
お

ら
れ
る
。
カ
ラ
念
仏
か
ら
は
、
こ
う

い
う
「
恥
屡
」
の
さ
ん
げ
は
出
て
こ

に
　
一
、
点
火
す
る
前
に

全
器
い
窪
響

　
　
　
　
　
　
る
．

安
う
二
憂
つ
養
寝

を
よ
る
前
、
外
出
の
と

ス
し
き
は
必
す
「
元

ガ
ま
栓
」
を
し
め
る
．

ン
い
三
、
風
呂
が
ま
、
大

バ
使
型
湯
沸
器
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
使
う
と
き
は
、
換

埴
　
　
気
を
充
分
に
す

フ
る
．
こ
れ
ら
の
器

具
は
ガ
ス
の
使
用
量
も
多
く
、
密

　閉さ

れ
た
場
所
で
使
わ
れ
る
の
で

　
と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
排
気
筒
、
換
気
口
を
設
備
し
ま
し

　
ょ
う
。

四
、
ガ
ス
の
火
が
吹
き
消
え
、
立
ち

　
消
え
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。
ナ

　
べ
を
か
け
た
ま
ま
外
出
し
た
た
め

　
煮
こ
ぽ
れ
て
火
が
消
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

五
、
ガ
ス
洩
れ
の
と
き
は
、
近
く
の

　
火
を
消
し
て
元
栓
、
容
器
元
弁
を

　
し
め
て
窓
や
入
口
を
開
け
て
、
ガ

　
ス
を
出
す
、
す
ぐ
点
火
し
た
り
、

　
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

の
は
危
険
で
す
。

六
、
ゴ
ム
管
は
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
で
、

　
し
っ
か
り
止
め
ま
し
ょ
う
．

七
．
元
栓
や
、
ゴ
ム
管
の
継
ぎ
目
は

　
と
き
ど
き
調
ぺ
ま
し
ょ
う
。

　
石
け
ん
水
を
つ
け
る
と
泡
が
で
る

　
の
で
わ
か
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
で
や

　
る
の
は
危
険
で
す
。

八
、
容
器
の
取
り
付
け
は
販
売
店
に

　
ま
か
せ
ま
し
ょ
う
。

な
い
生
き
よ
う
生
き
よ
う
と
す
る
自

己
の
本
罪
と
、
対
決
し
て
い
な
い
証

拠
で
あ
る
．

　
と
に
か
く
さ
ん
げ
す
ら
な
し
得
な

い
、
お
の
が
業
瞳
を
自
覚
し
な
け
れ

ぱ
、
清
ら
か
な
人
聞
ら
し
い
生
き
方

に
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
到
達
し
得
な

い
。
罪
悪
い
っ
ぱ
い
で
穣
心
を
荘
厳

し
て
い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
私
で

あ
る
。

　
　
井
ノ
川
桂
仙
追

　
　
悼
句
会

　
　
　
　
　
中
里
智
排
句
会

　
本
名
よ
り
も
、
桂
仙
さ
ん
で
親
し

ま
れ
て
き
た
、
井
ノ
川
吉
治
氏
が
、

去
る
三
月
し
づ
か
に
逝
れ
た
．

　
画
家
で
あ
る
氏
は
、
又
俳
句
作
家

で
も
あ
り
、
中
里
村
俳
句
会
創
立
以

来
、
そ
の
指
導
に
献
身
的
な
、
努
力

を
払
わ
れ
、
又
、
自
然
を
よ
く
愛
し

数
々
の
佳
句
秀
句
を
遺
さ
れ
、
そ
の

．
死
が
惜
ま
れ
た
。
十
日
夜
公
禺
舘
に

於
て
、
生
前
の
氏
を
偲
び
追
悼
句
会

を
開
き
、
心
よ
り
氏
の
御
冥
福
を
祈

る
．

　
　
　
追
悼
句

｝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

遠
雪
崩
或
る
目
老
師
の
怒
り
と
も

振
り
向
か
ぬ
旅
ど
こ
ま
で
も
雪
男
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
江

目
を
閉
じ
て
噛
む
草
の
芽
の
ほ
ろ
苦

く桂
仙
忌
心
に
消
え
し
春
の
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

指
の
渦
が
流
れ
る
陽
火
の
中
の
吐
息

雲
の
痛
み
へ
幻
の
水
芭
蕉
を
咲
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
紀

二
月
星
桂
仙
翁
と
仰
ぎ
慕
う

春
う
ら
ら
翁
で
き
庭
の
佗
し
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

酒
汲
め
ぱ
春
宵
を
酔
う
虚
無
の
詩

陽
に
光
る
春
の
大
河
の
瀬
が
速
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

春
愁
に
花
の
旅
ゆ
く
君
送
る

君
想
う
酒
の
気
嫌
で
花
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

野
も
山
も
心
も
晴
れ
て
春
麗

待
ち
わ
び
る
下
萌
草
も
笑
顔
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

絶
唱
の
樹
々
に
春
光
限
り
な
し

学
ぴ
の
庭
陽
に
包
ま
れ
て
椿
花
つ

お
知
ら
せ

◎
し
尿
汲
取
手
数
料
変
更
に

　
つ
い
て

　
四
月
一
日
よ
り
、
左
記
の
通
り
、

し
尿
汲
取
手
数
料
が
、
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

　
十
八
リ
ッ
ト
ル
、
二
十
四
円
が
、

二
十
七
円
に
、
な
り
ま
し
た
。

◎
飯
山
線
の
列
車
時
刻
変
更

　
　
に
つ
い
て

　
四
月
五
日
か
ら
当
分
の
間
列
車
の

一
運
転
時
刻
が
、
変
更
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
御
利
用
の
方
は
、
御
注
意
下

さ
い
。

　
特
に
、
朝
の
一
番
列
車
は
、
上
り
下

り
共
に
大
巾
に
変
史
に
な
り
ま
し
た

碧
、
＋
分
気
を
つ
筆
さ
い
．

氏
名
　
父
の
名

小
抹
　
勤
忠
　
一

服
部
洋
子
清
夫

小
巻
沢
い
み
子
虎
雄

渡
辺
直
美
寅
治

吉
楽
博
幸
幸
司

服
部
美
和
定
行

清
滝
信
子
重
信

樋
口
還
生
勝
利

桑
原
政
和
重
治

山
田
智
美
晴
次

樋
ロ
桂
子
　
成

佐
藤
賢
一
孝
一

山
本
　
剛
　
寛

◎
高
砂

桂議麗簾灘縫

｛
翻

｛
翻

｛
翻

｛
緬

｛
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名

村
山
正
也

上
原
龍
入
郎 井

ノ
川
四
郎
含
一
）
如
来
寺

渡
辺
マ
リ
子
（
イ
）
岩
船
郡

冨
井
　
吉
積
含
も
十
日
町

柳
八
重
子
含
も
本
屋
敷

　
小
林
　
想
委
（
菖
四
）
埼
玉
県

南
雪
タ
ツ
エ
（
二
も
重
地

　大

淵
　
直
義
（
ズ
）
鼠
京
都

　
樋
ロ
　
ノ
リ
含
も
重
　
地

石
川
　
忠
宏
含
も
新
潟
甫

　
阜
川
　
カ
ツ
Q
も
田
　
中

天
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教
職
員
の
人
事

　
恒
例
の
年
度
末
に
お
け
る
、
学
校

教
職
昌
の
人
事
異
動
が
、
去
る
四
月

一
日
付
で
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
発

表
さ
れ
た
。
中
里
村
に
お
い
て
も
転

出
者
二
十
四
名
、
退
職
者
二
名
、
転

入
者
二
十
七
名
の
大
巾
な
異
動
が
あ

っ
た
．

　
校
長
の
異
動
で
は
、
白
岩
嘉
男
田

沢
中
学
校
長
は
長
岡
石
坂
小
学
校
長

　
【
田
中
敏
雄
田
沢
中
学
校
侵
】

【
小
黒
冨
一
郎
倉
俣
中
学
校
移
】

『
上
村
二
郎
田
沢
小
掌
校
長
】

三
校
長
の
異
動

に
栄
転
、
後
任
に
は
、
柏
崎
野
田
小

学
校
よ
り
田
中
敏
雄
氏
、
西
野
政
男

田
沢
小
学
校
長
は
、
小
手
谷
地
区
指

導
主
事
に
栄
転
、
後
任
に
は
十
口
町

地
区
指
導
主
事
の
上
村
二
郎
氏
、
広

井
正
三
倉
俣
中
学
校
長
は
、
小
千
谷

南
荷
頃
小
学
校
長
に
栄
転
し
、
後
住

に
は
、
畏
岡
宮
内
中
学
校
よ
り
、
小

黒
冨
一
郎
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ

れ
た
。

　
な
お
中
里
村
に
お
け
る
教
職
昌
の

八
事
異
動
は
次
の
歯
お
り
で
あ
る
。

　
　
転
出

▽
田
沢
小
学
校

丙
野
　
政
男
（
小
千
谷
地
区
指
導
主

　
　
　
　
　
事
）

柳
沢
　
一
成
（
直
江
醸
市
国
府
小
）

小
林
　
和
子
（
柏
崎
吉
井
小
）

自
倉
　
泉
（
退
職
）

古
川
　
尚
子
（
十
日
町
小
）

▽
倉
俣
小
学
校

片
山
　
　
正
（
柏
崎
小
）

飯
塚
　
　
満
（
十
日
町
小
）

鷲
嶺
三
代
子
（
中
頸
里
公
小
）

二
木
　
久
子
（
新
潟
市
下
山
小
）

▽
貝
野
小
学
校

内
山
養
吉
（
北
魚
堀
之
内
小
）

風
巻
浩
子
（
十
日
町
小
）

稲
荷
　
法
子
（
中
頸
勝
穂
小
）

▽
清
漆
峡
小
及
び
土
倉
分
校

渡
辺
　
勝
子
（
北
魚
東
湯
之
谷
小
）

柴
田
　
順
子
（
退
職
）

▽
田
沢
中
学
校

臼
岩
嘉
男
（
長
岡
石
坂
小
）

村
山
　
悦
夫
（
津
南
外
丸
中
）

小
池
　
啓
治
（
十
日
町
吉
田
中
）

宮
越
　
洋
子
（
長
岡
本
北
中
）

▽
倉
俣
中
学
校

秋今小永内広
山井林井山井

正
三
（
小
千
谷
南
荷
頃
小
）

一
良
（
貝
野
小
）

洋
一
（
三
島
中
）

和
徳
（
柏
崎
上
米
山
中
）

秀
雄
（
中
頸
吉
川
中
）

久
子
（
北
魚
伊
未
ケ
崎
中
）

▽
貝
野
中
学
校

中
森
　
　
保
（
北
魚
伊
未
ケ
崎
中
）

笹
川
　
厚
子
（
南
蒲
森
町
中
）

　
　
転
入

▽
田
沢
小
学
校

上
村
　
二
郎
（
十
日
町
小
）

河
内
午
明
（
十
日
町
野
中
小
）

鈴
木
喜
代
子
（
新
採
用
）

清
水
　
裕
子
（
新
採
用
】

柄
沢
　
章
子
（
新
採
用
）

▽
倉
俣
小
学
校

赤
堀
　
金
造
（
柏
崎
市
高
田
小
）

岡
田
　
操
子
（
東
蒲
出
出
谷
小
マ

水
沢
　
克
夫
（
西
蒲
七
穂
小
）

鈴
木
手
代
子
（
新
採
用
）

▽
貝
野
小
学
校

内
山
　
一
良
（
倉
俣
中
）

岩
田
　
明
子
（
新
採
用
）

古
山
　
恒
子
（
新
採
用
）

▽
清
津
峡
小
及
び
土
倉
分
校

丸
山
　
　
剛
（
新
採
用
）

星
野
　
良
子
（
新
採
用
）

▽
田
沢
中
学
校

田
中
　
敏
雄
（
柏
崎
野
田
小
）

布
施
　
栄
策
（
三
島
北
辰
中
）

古
海
　
ヨ
ネ
（
＋
臼
晴
南
中
）

藤
木
　
正
臣
（
津
南
芦
ヵ
崎
中
）

一大
町
　
政
子
（
新
採
用
）

▽
倉
俣
中
学
校

小
黒
冨
一
郎
（
侵
岡
宮
内
中
）

峰
村
　
辰
典
（
長
岡
北
中
）

一
藤
田
　
末
作
（
十
日
町
中
）

冨
川
　
　
清
ハ
三
島
大
河
津
中
）

円
正
　
武
夫
（
新
採
用
）

▽
貝
野
中
学
校

本
間
　
　
元
（
北
蒲
安
田
中
》

塚
田
勝
子
（
新
採
用
）

新
任
の
あ

田
沢
小
学
校
長

　
昭
和
三
十
三
年
四
月
、
十
日
町
小

学
校
か
ら
、
新
米
教
頭
と
し
て
、
当

校
に
、
お
世
話
に
な
り
、
完
全
給
食

の
実
施
な
ど
で
、
御
協
力
を
、
い
た

だ
き
ま
し
た
。
三
十
七
年
四
月
、
十

日
町
小
学
校
に
か
い
り
、
十
日
町
小

学
校
の
、
建
築
が
、
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
、
四
十
年
四
月
、
津
南
町
下
船

渡
小
学
校
に
転
勤
し
ま
し
た
。

　
二
年
た
っ
て
、
四
十
二
年
四
月
、

三
度
目
の
十
日
町
小
学
校
勤
務
、
三

ヵ
年
、
そ
の
間
、
市
の
教
委
の
嘱
託

と
し
て
、
こ
ち
ら
の
地
、
教
委
の
皆

様
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
御
指
導
い
た
£

き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
ゆ
か
り
深
い
田
沢
小

学
校
に
再
び
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
．

　
新
卒
の
高
道
山
小
学
校
を
、
入
れ

ま
す
と
、
三
度
中
里
村
に
お
世
話
に

な
る
わ
け
で
す
．
当
時
の
在
学
生
や

い
さ
つ

上
　
村
　
二
　
郎

御
父
兄
の
皆
様
、
御
指
導
い
た
マ
き

ま
し
た
、
地
域
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ

御
健
在
で
御
活
躍
に
な
っ
て
い
ら
れ

ま
す
の
で
、
転
勤
し
て
き
た
と
い
う

よ
り
、
旅
に
出
て
久
し
ぷ
り
に
わ
が

家
に
か
え
っ
て
き
た
と
い
っ
た
感
が

し
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
見
る
中
里
村
の
発
展

の
様
子
、
歴
代
校
長
の
立
流
な
経
営

に
よ
る
、
田
沢
小
学
校
の
充
実
発
展

の
よ
う
す
な
ど
、
か
ね
が
ね
話
に
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
十
日
聞
過
し

て
み
て
、
た
マ
た
マ
驚
い
て
い
ま

す
．
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
責
務
の
翼

大
さ
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
こ
ど

も
た
ち
の
宰
福
の
た
め
に
、
全
力
を

っ
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

以
前
に
増
し
て
、
御
協
力
、
御
援
助

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
て
、
新
任
の
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ

せ
て
い
た
マ
き
ま
す
。

御

挨
田
沢
中
学
校
長

　
白
岩
校
長
先
生
の
あ
と
を
受
け
て

本
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
田
沢
中
学
校
は
そ
の
由
緒
と
い
い

伝
統
と
い
い
、
郡
内
は
勿
論
．
県
内

で
も
自
他
共
に
許
す
豆
派
な
学
校
で

あ
り
ま
す
．
そ
の
栄
あ
る
学
校
に
、

今
回
職
を
奉
す
る
こ
と
に
な
り
、
感

激
一
入
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
．

　
こ
の
輝
し
い
伝
統
、
立
派
な
校
風

は
、
歴
代
の
校
長
を
は
じ
め
多
く
の

先
生
乃
の
努
力
は
申
す
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
の
方
々
の
並
々
な

ら
ぬ
御
協
力
が
あ
つ
た
れ
ぱ
こ
そ
と

関
僚
ご
当
局
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
に

拶田
　
中
　
敏
　
雄

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　
中
魚
沼
は
私
に
と
り
ま
し
て
、
初

め
て
の
勤
務
地
で
あ
り
又
、
本
年
は

例
年
に
な
い
豪
雪
の
こ
と
と
て
、
全

貌
を
知
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

、
美
し
い
静
か
な
自
然
環
境
、
素
晴
し

い
体
育
舘
、
立
派
な
校
長
室
、
水
泳

ブ
ー
ル
、
そ
こ
に
は
二
十
名
の
職
員

と
、
三
百
五
十
余
名
の
素
直
な
生
徒

が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
レ
た
．

　
私
は
先
生
万
と
手
を
と
り
あ
ッ
て

こ
の
生
徒
達
に
出
来
る
だ
け
の
こ
と

　
　
（
二
面
へ
つ
マ
く
）
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御
　
挨
　
拶

　
　
　
　
倉
俣
中
学
校
長
小
　
黒
　
富
一
郎

　
以
上
五
項
目
に
つ
い
て
、
職
員
に

話
し
ま
し
た
。

　
地
域
と
学
校
が
結
び
合
う
、
先
輩

有
識
者
、
村
民
各
位
の
ご
指
導
を
、

切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

に
よ
り
田
沢
中
学
校
か
ら
長
岡
市
立

石
坂
小
学
校
へ
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
、

過
日
こ
ち
ら
へ
参
り
ま
し
た
。

田
沢
中
学
校
在
任
一
ヵ
年
で
し

か
な
く
、
私
と
し
て
は
転
勤
と
は
夢

に
も
思
っ
て
居
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
そ
れ
だ
け
に
突
然
な
こ
と
で
、

自
分
で
も
驚
い
て
居
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
ヵ
年
の
間
に
病
に

た
お
れ
入
院
を
し
て
、
生
徒
諸
君
を

は
じ
め
、
田
沢
中
学
校
の
教
職
員
の

皆
さ
ん
及
び
私
の
関
係
す
る
諸
団
体

の
皆
さ
ん
に
、
多
々
の
御
迷
惑
を
、

お
か
け
し
た
事
実
は
否
め
ま
せ
ん
。

こ
の
事
と
私
の
健
康
を
案
す
る
県
教

委
の
温
情
と
が
、
こ
の
転
勤
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
た
に
も
拘

ら
す
、
関
係
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
心

の
温
ま
る
御
懇
情
と
御
支
援
を
賜
わ

り
、
糟
神
的
に
は
終
生
忘
れ
得
な
い

一
時
期
を
、
過
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

を
衷
心
よ
り
感
謝
し
て
居
り
ま
す
．

　
今
後
幾
度
と
な
く
中
里
村
の
自
然

の
美
し
さ
と
そ
こ
に
住
む
．
中
里
村

民
各
位
の
温
和
な
人
情
を
思
い
お
こ

し
、
私
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
任
地
は
自
尾
か
ら
徒
歩
、
バ
ス
を

利
用
し
て
、
約
四
十
分
の
と
こ
ろ
で

す
し
、
自
宅
は
長
岡
で
す
の
で
こ
ち

ら
で
何
か
私
の
お
役
に
立
て
る
こ
と

は
ど
う
ぞ
ご
命
じ
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
皆
さ
ん
の
御
健
康
を
翁
祈

り
し
て
御
礼
の
こ
と
ば
と
致
し
ま

す
。

　
（
薔
よ
り
つ
マ
き
）

を
し
て
あ
げ
た
い
と
誓
い
ま
し
た
．

時
は
あ
た
か
も
、
激
動
と
、
躍
進

の
一
九
七
〇
年
代
の
幕
あ
け
を
迎
え

教
育
に
よ
せ
ら
れ
る
期
待
は
、
誠
に

大
き
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
教
育
が
、
人
間
を
つ
く
る

と
い
う
極
め
て
密
度
の
高
い
仕
事
で

あ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
時
に
、
そ
の

成
果
は
一
朝
一
タ
で
望
む
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。

さ
い
わ
い
に
も
村
長
さ
ん
は
じ
め

関
係
各
位
の
お
骨
折
で
、
本
年
度
は

土
倉
分
校
の
改
築
、
貝
野
小
の
ブ
ー

ル
、
倉
俣
小
の
改
築
等
予
算
の
重
点

が
、
文
教
面
に
か
け
ら
れ
て
葡
る
こ

ど
を
思
い
ま
す
時
、
当
局
の
教
育
に

よ
せ
て
い
た
▽
＜
熱
意
に
、
心
う
た

れ
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
任
の
重
さ
を
痛
感
し
な
が
ら
も
皆

様
の
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、
田
沢

の
教
育
に
全
力
を
燃
焼
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
葡
願
い

し
新
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

春
の
陽
に
雲
深
き
里
輝
き
て

　
　
任
期
の
校
舎
い
と
も
神
々
し
く

　
三
月
二
十
七
日
、
前
広
井
正
三
校

長
に
言
わ
れ
て
、
新
教
頭
と
つ
れ
だ

っ
て
倉
俣
に
生
れ
て
は
じ
め
て
、
足

入
を
し
た
時
の
気
持
ち
で
あ
り
ま

す
。
お
天
気
の
よ
い
日
で
、
春
陽
さ
ん

さ
ん
と
輝
き
、
道
の
両
壁
は
、
丈
余
と

思
わ
れ
る
雪
、
へ
つ
り
の
あ
た
り
か

ら
見
た
輿
落
の
屋
根
、
色
～
り
ど
り

に
輝
い
て
い
て
、
村
す
ぎ
て
校
門
に

立
っ
た
心
境
で
あ
り
ま
す
。

　
新
ま
え
校
長
で
何
も
わ
か
り
ま
せ

ん
．
何
卒
よ
ろ
し
く
お
引
た
て
の
程

を
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
．

　
私
は
本
年
度
こ
ん
な
掌
校
運
営
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

一
、
縁
あ
っ
て
職
場
を
同
じ
く
す
る

も
の
と
し
て
信
頼
ノ
■
敬
愛
～
理
解

　
の
も
と
に
助
け
合
い
、
は
げ
ま
し

合
い
協
力
し
合
っ
て
倉
俣
教
育
に

専
念
し
よ
う
。

二
、
教
育
は
意
途
的
継
続
的
計
圃
で

　
あ
る
た
め
、
組
織
を
作
り
役
割
を

　
分
担
し
、
そ
の
貴
任
を
果
さ
ん
と

　
す
る
と
こ
ろ
に
、
職
員
の
学
校
運

　
営
へ
の
、
具
体
的
参
加
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
合
う
。

三
、
小
さ
い
こ
と
で
も
根
深
い
教
育

　
の
芽
が
あ
る
の
で
、
全
職
員
気
易

ぐ
話
し
合
う
場
を
作
り
合
う
．

四
、
全
職
員
協
力
し
て
学
力
、
生
き

　
た
学
力
の
向
上
に
つ
と
め
る
。

五
、
生
徒
一
八
一
人
を
理
解
し
、
た

　
く
ま
し
い
生
活
力
の
あ
る
生
徒
に

　
育
て
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
の
皆
さ

　
　
　
　
　
　
ん
、
御
機
嫌
如
伺

　
　
　
男

　
　
　
　
　
　
で
し
ょ
う
か
。
例

拶
嘉
年
な
基
雇

　
　
　
　
　
　
隆
る
雪
が
、
ど
う

挨
岩
し
た
気
候
の
異
変

　
　
　
　
　
　
か
本
年
は
三
月
が

の
白
暑
の
讐
建

　
　
　
長
な
っ
て
し
ま
い
ま

任
鞭
し
た
・

　
　
　
　
中
　
し
か
し
そ
の
雪

退　　　　沢

　
　
　
　
田
も
四
月
に
入
り
春

　
　
　
　
前
ら
し
い
陽
気
に
次

　
　
　
　
　
　
第
に
減
っ
て
ま
い

　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

私
こ
と
、
こ
の
た
び
の
教
員
異
動

農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
か
ら

村
統
計
係
1
ー

　
陽
春
の
候
を
迎
え
ま
す
が
、
み
な

さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
健
の
こ

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
　
私
こ
と

こ
の
た
び
小
手
谷
地
区
指
導
主
事
を

命
ぜ
ら
れ
、
過
日
着
任
い
た
し
ま
し

た
。

　
中
里
村
立
田
沢
小
学
校
長
と
し
て

の
在
任
三
か
年
間
、
公
私
を
と
わ
す

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
み
な
さ
ま
の

あ
た
た
か
い
、
ご
指
導
、
ご
厚
情
が

転
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
前
田
沢
小
学
馨
西
　
野
　
政
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸
に
熱
ぐ
せ
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
昭
和
四
申
二
年
九
月
、
県
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
研
究
会
指
定
校
、
中
越
地
区
放
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
研
究
協
議
会
指
定
校
、
N
H
K

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
放
送
研
究
依
嘱
校
と
し
の
放
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
研
究
発
表
会
を
東
京
学
芸
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
誉
教
授
、
教
育
課
程
審
議
会
長
の

木
下
先
生
を
お
迎
え
し
て
お
こ
な
っ

た
こ
と
。
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
に

は
R
赤
県
支
部
指
定
校
と
し
て
J
・

R
・
C
研
究
会
を
、
そ
の
道
の
権
威

日
赤
本
社
の
橋
本
裕
子
課
長
を
は
じ

め
県
内
各
地
か
ら
指
導
者
を
お
願
い

し
て
開
催
し
た
こ
と
．
ど
ち
ら
も
四

五
百
名
の
参
会
者
が
あ
っ
て
盛
大
に

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
や
、
Y
T

R
の
設
備
、
水
泳
ブ
ー
ル
、
変
通
信

号
機
の
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

施
設
の
充
実
等
の
ご
媛
助
、
ご
協
力

運
動
会
、
ス
キ
ー
大
会
、
文
化
祭
等

に
寄
せ
ら
れ
た
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

な
ど
数
え
た
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
体
育
協
会
の
運
営
、
剣
道
部

ス
キ
ー
部
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
々

に
寄
せ
ら
れ
た
若
い
万
々
の
ご
応
援

な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ
思
い
出
し
て
お

り
ま
す
．
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
．

　
何
と
ぞ
今
後
と
も
、
い
っ
そ
う
の

ご
叱
声
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
転
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
．

　
本
年
二
月
一
日
を
期
し
、
実
施
さ

れ
た
農
業
セ
ン
サ
ス
の
中
間
集
計
の

結
果
を
公
表
致
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
農
家
数
で

は
、
三
十
五
年
か
ら
、
四
十
五
年
ま

で
の
、
十
年
間
に
五
＋
四
戸
離
農
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
．
こ
の
離
農
の

状
況
を
地
区
別
に
見
る
と
、
田
沢
地

区
が
十
六
戸
、
倉
俣
地
区
が
十
三
戸

田
代
地
区
が
六
戸
、
貝
野
地
区
が
十

九
戸
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
い
す

れ
も
離
農
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
専
業
兼
業
別
で
も
、
専
業
農
家
は

三
＋
五
年
に
二
三
六
戸
、
一
八
・
四

％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
十
五
年
で

は
わ
す
か
八
十
八
戸
七
・
二
％
に
減

っ
た
．
ま
た
兼
業
農
家
に
お
け
る
第

一
種
兼
業
農
家
数
は
、
三
十
五
年
に

八
一
一
戸
、
六
三
・
二
％
で
あ
っ
た
も

の
が
、
四
十
五
年
に
は
、
五
七
二
戸

四
六
・
五
％
に
減
り
、
逆
に
第
二
種

兼
業
農
家
数
は
、
三
十
五
年
に
、
二

三
六
戸
、
一
八
・
四
％
で
あ
っ
た
も

の
が
、
四
十
五
年
に
は
、
五
六
九
戸

四
六
・
三
％
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は

専
業
及
び
第
一
糧
兼
業
が
、
第
二
種

兼
業
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
農
家
世
帯
員
数
で
は
、
三
十
五
年

か
ら
四
十
五
年
に
一
五
九
一
人
、
二

〇
・
八
％
減
少
し
た
。

　
地
区
別
に
見
る
と
、
田
沢
地
区
は

七
三
一
人
、
一
八
・
二
％
の
減
少
、

倉
俣
地
区
で
は
、
四
四
四
人
、
二
二

・
五
％
の
減
少
、
田
代
地
区
で
は
一

〇
五
人
、
三
五
・
二
％
の
減
少
、
貝

野
地
区
で
は
、
三
一
一
人
、
二
三
・

三
％
減
少
し
た
。

　
村
内
農
塚
人
口
が
ほ
ぽ
平
均
的
に

流
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
我
が
中

里
村
も
高
度
経
済
成
長
に
、
刺
激
さ

れ
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
、
第
三

次
産
業
に
流
出
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。

　
経
営
規
模
別
に
み
る
と
、
三
十
五

年
か
ら
四
十
五
年
の
＋
毎
間
に
、
五

反
百
姓
の
増
加
で
は
な
く
、
第
二
種

兼
業
農
家
の
増
は
、
日
曜
百
姓
の
増

加
を
現
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
農
業
従
事
者
数
で
は
、
三
十
五
年

三
八
六
七
人
、
五
〇
・
四
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
四
十
五
年
、
三
六
四
九

人
、
六
〇
・
四
％
と
構
成
比
上
か
ら

は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
小
規
模
経

営
及
び
、
第
二
種
兼
薬
農
家
の
増
加

に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
以
上
概
賂
を
記
し
ま
し
た
が
、
本

調
査
に
御
協
力
頂
き
、
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
御
協
力
お
願
い
致
し
ま

す
。

祝

磐ボ
日

一
》

㊨

国
敏
を
亡
心
れ
ず

」
】

壱

掲
ま
し

老

よ
・
り

人

ク

リ
フ
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国
旗
の
歴
史
と
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
本
年
一
月
二
十
七
日
付
、
明
治
三

年
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
「
国
旗
」

の
取
り
扱
い
が
決
め
ら
れ
て
か
ら
ち

ょ
う
ど
百
年
目
に
あ
た
り
ま
す
．

　
こ
の
た
め
、
去
る
一
月
二
十
七
日

は
社
団
法
人
国
旗
協
会
が
渋
谷
公
会

堂
に
お
い
て
「
国
旗
布
告
百
年
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な

催
し
は
地
万
で
も
行
な
わ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
、
日
本
の
国
旗
の
も
つ
意
味

　
「
日
の
丸
」
の
旗
を
見
る
人
に
よ

り
、
そ
れ
を
見
る
環
境
等
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
印
象
や
感
懐
を
与
え
ま

す
が
「
日
の
丸
」
は
何
を
意
味
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
日
の
丸
」
は
太
陽
を
象
徴
し
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
赤
い
丸

は
国
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
思
想
の
円

満
を
あ
ら
わ
し
、
旗
地
の
自
は
わ
が

国
民
の
緬
血
と
潔
癖
を
あ
ら
わ
し
、

そ
し
て
日
の
丸
と
旗
地
の
構
図
は
、

平
和
と
繁
栄
を
あ
ら
わ
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
国
旗
の
起
源

　
こ
と
し
は
、
「
国
旗
布
告
百
年
』

と
い
わ
れ
る
の
は
明
治
三
年
の
太
政

官
布
告
後
の
経
過
年
数
で
、
実
は
そ

の
十
六
年
前
の
安
政
元
年
（
一
八
五

四
年
）
に
公
式
に
「
日
の
丸
」
が
国

里
村
公
民
舘

と
い
う
史
実
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
わ
が
国
の
国
旗
の
起
源
と
し

て
は
二
つ
の
説
が
あ
る
わ
け
で
す
が

普
通
明
治
三
廷
か
ら
数
え
て
い
る
の

で
す
．

　
国
旗
が
必
要
と
さ
れ
た
動
機
は
、

わ
が
国
の
船
～
外
国
の
船
と
を
識
別

す
る
た
め
で
、
当
時
「
日
の
丸
」
は

　
「
臼
地
之
幟
」
と
い
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　
こ
の
方
式
を
受
け
つ
ぎ
、
明
治
政

府
底
維
新
後
の
近
代
法
制
の
下
で
、

明
治
三
年
一
月
二
十
七
日
、
太
政
官

布
告
第
五
十
七
号
商
船
規
則
に
よ
っ

て
、
国
旗
の
制
式
（
自
地
に
日
の
丸

と
そ
の
寸
法
）
が
明
確
に
決
め
ら
れ

船
に
は
国
旗
を
か
か
げ
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
た
の
で
す
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
は
じ
め
は
船
に
か

か
か
げ
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
、
明
治
五
年
に

開
港
場
所
在
地
の
県
庁
に
、
そ
し
て

同
六
年
に
は
関
港
場
所
在
地
の
裁
判

鱒
所
に
も
掲
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

を
袋
す
る
旗
と
し
て
決
め
ら
趨
丸
」
が
掲
響
れ
菌
家
の
霰
・

さ
ら
に
民
間
で
も
、
次
第
に
国
旗
が

掲
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
．

　
そ
れ
以
来
、
わ
が
国
の
国
力
の
伸

び
る
に
し
た
が
っ
て
、
国
の
祝
祭
日

や
国
家
的
行
事
に
も
、
こ
の
「
日
の

民
族
の
象
徴
と
し
て
国
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

の
で
す
．

三
、
戦
後
に
お
け
る
国
旗
の
取
り
扱

　
　
い

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
連
合
軍
下

の
占
頷
時
代
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

国
旗
の
使
用
を
大
幅
に
制
限
し
た
の

で
す
が
、
昭
和
二
十
五
年
、
当
時
の

天
野
文
部
大
臣
が
”
文
化
の
日
8
そ

の
他
国
民
の
祝
日
の
行
事
に
つ
い
て

談
話
を
発
表
し
、
　
「
こ
れ
ら
の
日
は

よ
り
よ
き
社
会
、
よ
り
豊
か
な
生
活

を
築
き
あ
げ
る
た
め
に
、
国
民
こ
ぞ

っ
て
感
謝
し
、
記
念
す
る
日
と
し
て

わ
れ
わ
れ
国
民
が
定
め
た
日
で
す
．

（
中
略
》
こ
の
た
め
、
学
校
で
は
国

旗
を
掲
揚
し
、
国
歌
を
斉
唱
す
る
こ

と
も
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
。

官
庁
、
各
家
庭
で
も
ぜ
ひ
と
も
こ
れ

ら
の
祝
日
に
は
国
旗
を
掲
揚
し
、

祝
意
を
示
さ
れ
る
よ
う
す
す
め
る
」

と
の
一
．
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、

国
旗
掲
揚
の
是
非
論
が
起
っ
た
の
で

す
が
、
や
が
て
、
各
官
公
庁
、
職

場
、
各
家
庭
で
も
次
第
に
国
旗
掲
揚

を
実
施
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て

き
た
の
で
す
。

四
、
国
旗
に
対
す
る
国
民
の
感
情

　
昨
年
三
月
総
理
府
が
行
っ
た
「
社

会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
』
の
な

か
で
、
国
旗
に
関
す
る
質
問
に
よ
り

ま
す
と
、
「
誇
り
（
頭
が
さ
が
る
感

じ
）
を
も
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
も

の
が
二
＋
七
％
、
　
「
好
感
を
も
つ
て

い
る
」
が
四
十
八
％
、
「
な
ん
と
も

感
じ
な
い
」
が
二
十
二
％
、
「
反
感

を
も
っ
て
い
る
」
が
一
％
、
不
明
が

二
％
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

　
国
家
意
識
が
う
す
れ
た
と
い
わ
れ

る
今
日
で
す
が
、
そ
れ
で
も
国
民
の

七
十
五
％
が
、
国
旗
に
対
し
親
愛
の

情
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
国
家
意
識
を
強
く
養
う
た

め
に
、
国
旗
を
尊
重
し
、
敬
愛
の
情

を
も
ち
、
こ
の
国
旗
掲
揚
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
の
が
　
は
ヤ
　
　

題
（
う
づ
き
）
と
い
い
ま

　
　
　
す
ロ
　
　
で
す
か
ら
い
ま

話
の
太
陽
灌
お
奎

　
　
　
　
ご
ろ
に
あ
た
り
ま
す
ロ

の
古
い
文
書
や
詩
警
の

　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
ぱ
が
よ

節
く
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

　
　
　
そ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
を
　

季
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
つ

　
　
　
じ
つ
ま
が
あ
い
ま
せ
ん
。

　
卯
月
と
い
う
こ
と
ば
の
由
来
は
。

一
説
に
は
卯
の
花
の
咲
く
季
節
だ
か

ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
は

穀
物
の
種
を
「
植
え
る
月
」
が
ち
ぢ

ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と

も
ら
し
い
説
と
し
て
は
、
中
国
の
周

時
代
の
暦
で
は
四
月
が
十
二
支
の
卯

に
あ
た
る
の
で
卯
月
と
い
う
の
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

卯
の
花
と
い
う
の
は
日
本
の
ほ
と

ん
ど
全
域
の
原
野
に
自
生
す
る
、
う

つ
ぎ
（
空
木
）
の
花
の
こ
と
で
す
。

こ
の
木
の
茎
の
中
が
か
ら
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す

が
、
五
月
ご
ろ
に
な
る
と
白
い
五
弁

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
、
初
夏
の
風
物

詩
に
欠
か
せ
な
い
花
で
す
．

　
そ
の
ほ
か
四
月
の
呼
び
名
と
し
て

夏
初
月
、
清
和
、
乾
月
、
正
陽
月
、

花
残
月
、
余
月
、
已
月
、
仲
呂
、
立

夏
、
小
満
な
ど
の
異
名
が
あ
り
ま
す

が
い
づ
れ
も
旧
暦
の
陽
気
と
事
物
に

よ
せ
た
も
の
で
す
。

春
の
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
・
倉
俣
駐
在
所

　
こ
の
運
動
は
、
人
命
の
尊
重
と
い

う
こ
と
か
ら
「
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
」
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
．

毎
年
四
．
月
は

◎
新
入
学
の
時
期
で
あ
る
こ
と

◎
春
の
開
放
感
の
た
め
注
意
力
に
か

　
け
る

　
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
県
で
は
交
通

事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
機
会
に
「
車
を
運
転

す
る
人
も
」
「
道
路
を
歩
く
人
も
」

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
っ
け
、

み
ん
な
で
「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
」
「
交
通
事
故
に
あ
わ
ぬ
よ

う
」
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
を
横
断
す
る
時
は
「
ま
わ
り

道
で
も
必
す
横
断
歩
道
を
渡
る
」

「
信
号
を
守
っ
て
横
断
す
る
」
「
手

で
合
図
を
お
く
り
、
自
動
車
の
通
っ

て
い
な
い
安
全
な
時
に
す
る
」

◎
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

「
運
転
中
は
、
歩
行
者
の
安
全
を
第

一
に
こ
こ
ろ
が
け
る
」
　
「
横
断
歩
道

を
わ
た
っ
て
い
る
人
を
認
め
た
ら
そ

の
直
前
で
一
時
停
止
す
る
」

◎
飲
酒
運
転
を
防
止
す
る
た
め
に
次

の
三
な
い
運
動
を
家
庭
に
職
場
に
徹

底
す
る
。

①
酒
を
の
ん
だ
ら
車
を
運
転
し
な
い

②
車
を
運
転
す
る
時
は
、
酒
を
の
ま

　
な
い

③
車
を
運
転
す
る
人
に
酒
を
の
ま
せ

　
な
い

◎
次
に
踏
切
横
断
に
つ
い
て
次
の
こ

と
が
ら
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
踏
切
の
通
行
に
は
、
車
も
い
っ

　
た
ん
、
停
止
し
て
、
よ
く
安
全
を

　
確
め
て
か
ら
通
る
。

二
、
警
報
機
が
、
鳴
っ
て
い
る
と
き

　
は
通
ら
な
い
．

三
、
非
常
の
と
き
は
、
列
車
を
止
め

　
る
よ
う
手
配
す
る
。

四
、
警
報
機
の
柱
等
に
、
非
常
ボ
タ

　
ン
が
、
設
け
て
あ
る
踏
切
を
、
支

　
障
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を

　
使
用
す
る
．

五
、
自
動
車
に
は
赤
旗
、
発
え
ん

　
筒
を
、
備
え
つ
け
る
．

六
、
鉄
道
用
地
内
の
、
立
ち
入
り
や

　
線
路
を
歩
か
な
い
。

七
、
子
供
は
線
路
内
で
、
遊
ば
せ
な

　
い
よ
う
、
保
護
看
が
関
心
を
も

つ
．情

熱
の
焦
点
に
向

け
て

　
　
　
　
青
少
年
総
合
対
策

　
新
潟
県
に
お
け
る
、
青
少
年
健
全

育
成
は
「
青
少
年
に
正
し
い
情
熱
の

焦
点
を
つ
く
ら
せ
る
」
を
中
心
目
標

に
し
て
、
関
係
す
る
諸
施
策
の
う
ち

直
接
的
対
策
を
組
織
化
し
、
体
系
化

し
て
昭
和
四
十
五
年
度
、
い
わ
ゆ
る

本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
こ
の
県
の
方
向
と
一
体
的
関
係
に

お
い
て
、
中
里
村
で
も
具
体
的
な
動

き
が
み
ら
れ
、
な
か
に
は
、
事
業
を

中
心
化
し
組
織
化
し
た
総
合
対
策
実

施
計
画
案
を
す
で
に
作
成
し
、
本
年

度
か
ら
県
と
同
一
歩
調
で
実
施
で
き

る
体
制
を
着
々
と
、
固
め
て
い
る
。

　
青
少
年
に
正
し
い
情
熱
の
焦
点
を

つ
く
ら
せ
る
こ
と
に
大
い
に
期
待
し

ま
す
。

　
尚
県
下
四
市
町
村
が
指
定
さ
れ
、

こ
の
中
に
中
里
村
が
含
ま
れ
ま
し

た
。　

　
～
三
行
知
識
ぐ

◎
米
ヌ
カ
を
い
ぶ
す
と
蚊
は
逃
げ
出

す
。
昼
な
ど
い
ぶ
し
て
お
く
と
ハ
イ

も
こ
な
く
な
る
。

◎
に
ん
に
く
の
皮
を
む
い
て
お
米
の

中
へ
入
れ
て
お
く
と
虫
が
つ
か
な

い
。


